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Abstract 
 
 現在，世界各地の沿岸域において藻場が消失する磯焼けが問題となっている。特に，ウニ
類が優占して発生する磯焼けは，ウニ焼けと呼ばれ，海底を無節サンゴモが覆い尽くし貧植
生となる。しかし，ウニ焼け域においても海藻の胞子や微小世代（潜在的植生）が存在し，
ウニ焼け域から持ち帰った基質などを，海洋深層水で流水培養すれば肉眼で確認できる。藻
場回復の事前に，この潜在的植生を確認できれば，藻場構成種が多い地点など適した地点を
選定できるが，流水培養を行うには，費用，時間，取水施設などが必要である。近年，次世
代シーケンサーの発展により，環境中に存在する標的遺伝子を迅速に取得するメタバーコー
ディング解析が可能となった。そこで，筆者はメタバーコーディング解析を用いた磯焼け域
の海藻植生の検出を試みた。サンプルは，長崎県長崎市新三重地先で磯焼け域の転石，宮城
県女川町指し浜地先では磯焼け域に優占するユキノカサガイ Niveotectura pallida を用いた。
長崎市新三重地先では水深（1m，2m，5m，7m，10mA（アントクメが優占），10mB（ソフト
コーラルが優占））の 6 地点から転石を計 30 個採取した。一方，女川町指し浜地先では，水
深と底質の変化をもとに設定した 4 区画帯（砕波帯：水深 2m，残藻帯：6m，磯焼け帯：8m，
冠砂帯：11m）で，計 24 個体を採取した。本解析では褐藻と紅藻を標的とし，Genbank への
登録数が多い rbcL 遺伝子を用い,次世代シーケンサーは 454（Rosh）を使用した。得られた
データは，クラスター解析、NMDS 解析を用いて類似度解析を行った。 
本解析により，長崎市新三重地先の転石サンプルからは 85273リードの配列を得て，褐藻34，
紅藻 42 の OTU を検出した。各水深帯では，それぞれ，1m で 30 OTU，2m で 21 OTU，5m
で 53 OTU，7m で 63 OTU，10m A で 43 OTU，10m B で 46OTU が得られ,7m 帯からは藻場
構成種であるワカメの OTU が検出された。しかし,類似度解析（クラスター解析，NMDS 解
析）によるサンプル間の潜在的植生には差が見られなかった。一方，女川町指し浜地先のユ
キノカサガイの殻表面からは 57531リードの配列を得て褐藻 18，紅藻13のOTUを検出した。
各区画帯の OTU 数は，砕波帯で 16，残藻帯で 14，磯焼け帯で 11，冠砂帯で 26 となり，冠
砂帯で最も多くの OTU が得られた。さらに，大型褐藻類のワカメやスジメの OTU も冠砂帯
のみで検出された。類似度解析の結果，区画帯ごとの植生に差が認められ，特に冠砂帯の植
生は他と大きく異なっていた。これらの結果から，メタバーコーディング解析が潜在的植生
の検出を行う際に有効な手法であることを示した。しかし，どちらの解析においてもサンプ
ル間のリード数に大きな差が出てしまうことが判明した。リード数の差が大きいと, サンプ
ル間の解析結果に偏りが生じる場合や，リード数の少ないサンプルでは遺伝子増幅に問題が
生じたと見なされる可能性があるため解決する必要がある。 
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